
京都大学原子炉実験所広報誌
n・T・・・IYEISITT



1959年2月14日に設立された（社）日本原子力学会は今年創立

50周年を迎え、去る4月21日に東京の大手町サンケイプラザにお

いて記念式典を開催しました。同学会は、創立50周年を機に我が国

の原子力平和利用に貢献してきた歴史的原子力関連施設あるいは

事績芯どを顕彰するために「原子力歴史構築賞」を創設し、上記記念

式典で65件の表彰を行いました。1963年に全国大学の共同利用

研究所として京都大学に附置された原子炉実験所は、原子力施設を

用いた長年に亘る研究・教育活動の実績が「原子力歴史構築賞」に

値すると評価され、「京都大学研究用原子炉（KUR）およびその周辺

施設による研究教育」と「京都大学臨界実験装置（KUCA）」の2件

で受賞致しました。これは、所員、京都大学関係者、全国の共同利用

研究者はもとより、地元を含む関係告位のかいご支援、ご協力の賜

物です。この機会を借りて各位に深甚の謝意を表する次第です。

さて、この50周年

記念式典の1力月半余

り前の3月4目、当所

では、固定磁場強集束

型（FFAG）加速器で

lOOMeVIこ加速した

陽子ビームを、長さ数

十mlこ及，3iピム輸

送管により、KUCA固

体減速架台のA架台に
導き、体系外部に設置
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ーゲツ卜で核破砕中性子を発生させて未臨界の原子炉（停止中の原

子炉）体系に打ち込み、世界初の加速器駆動未臨界炉実験を開始し

ました。これにより、安全性と核変換特性刈こ優れた未来の原子炉開

発、及び新たな研究用中性子源の開発に関する基礎研究の分野で、

当所は新しい歴史のペ ジを聞きました。今後は、この研究の進展

に世界の期待が寄せられていることもあり、これを契機に原子力の

新た芯歴史を築く努力を続けたいと考えています。そして、加速器

駆動来臨界炉研究の質を向上することを目指した取り組みを強め、

世界を先導する有用な成果を発信して行きたいと考えています。

また、昨今の不安定芯国際情勢の影響を受けて低濃縮ウラン燃

料の鍛入が遅れ、KURの運転再開は延期を余儀なくされています

が、昨年度に先端医療開発特区（スパ特区）に採択されたホウ索

中性子捕捉療法用の加速器は今年3月末に施設検査に合格し、多く

のがん治療に利用できる中性子源として開発が着実に進んでいま

す。来年には、KU円の運転再開に伴うがん治療研究の継続に加え、

同加速器を用いた治験医療が開始される予定です。これにより、中

性子を利用したがん治療の研究開発分野でも当所は新しい歴史の

構築に寄与するものと確信しています。

さらに、当所では、KU円及びその周辺施設並びにKUCAを用いた

研究教育をより一層推進するとともに、韓国の研究用原子炉

HANAROや東海村にある大強度陽子加速器施設、描磨の大型放

射光施設SPring-8などの有効利用をも視野に入れつつ、イノベー

ションリサーチラポ棟を活用するととにより加速器の開発・利用の拡

大を図り、我が国における学際的な原子力研究を先導する役割を果

歴史構築賞肥念トロフィーの写真 したタングステンのタ たすことを目指して努力を続けています。

： 放射光でほぼ全てのメスパウアー限収スペクトル測定が可能に
被放射物理学研究分野・瀬戸誠教捜

．．．
 原子炉実験所では原子炉の中性子照射によって生成した放． 射性同位体（RI)線源を用いることによって、メスパウア一分光： の共同利用研究を実施しています。メスパウア分光法は、物． 質中のある元素の電子状態（原子価、電子構造、磁性といった
： 情報）を調べる方法ですが、電子状態をその中心に位置する原・子核の状態を調べることで測定を行います。原子核の状態は： 周辺の電子状態に応じて、大変小さくはありますが変化するこ． とが知られているので、逆に原子核の状態を精密に調べるとと： で、電子状態を調べることができます（図1）。特にFe（鉄）のメ
・スパウア一分光は物理、化学分野だけで芯く生物や地球科学： といった分野においても大変よく利用されてきました。例え・ぱ、2004年に火星探査機が採取した試料をメスパウア一分： 光i去を用いて分析し、かつて火星には水力1存在していたととを

明らかにした事等が挙げられます。また近年、発見された鉄系高温

超伝導体においても、Feの磁性状態調u定に利用され、当研究所から

も最新の成果が発表されています。しかし芯がら、F巴等のごく少数

を除けば、各元素の測定に対応したRI線源を用意することは容易で

はなく、寿命の短いRI線源を必要とする元素の分析は大変芯困難を

伴っていました。しかしながら、原子炉を有する当研究所ではそのよ

うな寿命の短いRI線源を利用した研究が可能であることから、大変

貴重で重要砿研究拠点と芯っています。 方で、放射光を線源とす

ることで、その高し1指向性や小さなビームザイズなどを活かした微

小試料測定や微小空間でしか実現出来ない超高圧下測定およびサ

フミクロン分解能のイメ ジング測定等が可能となります。しかしな

がら、これまで30keVより高い励起エネルギーの元素では測定が

困難でした。その理由は、高いエネルギー領域で高い検出効率を有

－ 
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最後に、これらの活動に対す

る各位の暖かく、かつ厳しいご

指導、と鞭撞を得て、当所の将

来構想である「くまとりサイヱン

スパーク構想Jの実現に向けて
努力を続け、熊取町・大阪府・京

都大学で実現に向けて取り組ん

でいる「熊取アトムサイエンスパ

ーク構想Jの基盤を確立したい
と考えています。今後とも引き

続き原子力・放射線施設の安全

管理を旨として、予算獲得等に

努力したいと考えていますの

で、当所の活動について旧に倍

すると理解とと支援・ご協力を

賜りますようお願い致します。

※核変換特性
中性子には、原子の構成要素であ
る原子核と核反応を起こし、その
原子を別の原子に変える性質が
あります。これを核変挽と呼び、こ
の特性老利用すれば長寿命の放
射性物質を短寿命のものに変え
たり、核燃料となるものを創ったD
することができます。

核分裂連鎖反応で
申性子を掴倍

陽子の生成
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2009年3月4日：
世界初の核破砕中性子による
加速器駆動来臨界炉実験開始

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．． 

する高速な時間応答検出器が存在していなしNためです。しか

し砿がら、我々と日本原子力研究開発機構および高輝度光科

学研究センターからなる共同研究グループは、高速時間応答

測定を行う代わりに、基準と芯る別の物質を用いるととでメス

パウアー効果測定を可能とする方法を初めて開発することに

成功し、高い励起エネルギー領域の核種の放射光メスパウア

ースペクトル測定に成功しました（図2）。とれにより、微小試料

や超高庄下での測定とし1った放射光の特性を活かしたメスパ

ウアー測定と原子炉中性子照射円｜線源による短寿命メスパウ

ア一分光法による高効率高分解能測定という特徴を組み合わ

せることで、メスパウア一分光法の大きな進展が期待されるも

のです。

・子 原子犠のエネルギ$位

脇佳綬． 一一一一一一
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自原子級

図1原子核のエネルギ
包平 目一準位と電子状態の関
係。原子核のエネルギ
ー準位（状態）が原子核
の周りの電子の状態の
遣いを反映して変化し
ます（己とでは準位が分
裂する桜子を表してい
ます）。このと昔、このエ
ネルギー準位の変化を
反映してメスパウアー
スベヲトルも異なるも
のと怒ります。

図2.73Ge放射光メス
パウアー吸収スベヲト
ル（励起エネルギ－
68.752 keV）測定思
料にはゲルマニウム酸
リチウム（Li2GeQ3）を
用い、基準試料としては
Ge酸化物（Ge02）を用
いました。
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加速欄理一加速翻学と原初への鵬闘 ｜ 内外のいろいろ芯加速器研究室と協力して研究を進めています。特
に福井大学大学院理工学研究科の分室が実験所内に設置されてお

り、聞大学院の酒井泉教授を中心としたクル プをとの共同研究を

行っています。本研究室では、このよう芯プロジェクト研究と併せて、

加速器ビーム物理学加速器工学のような基礎的加速器研究も精力

的に展開しています。

復合原子力システム研究分野・森お台数授

私たちの研究室で行われている研究活動につ

いてと紹介しましょう。皆さんは「加速器jをと存じ

ですかっ加速器とは、そもそも物質の根源である

素粒子を研究するために開発されてきた装置で

す。そこでは陽子や電子を非常に大きなエネルギ

ー（現在世界最高エネルギーの加速器であるヨー

ロッパのCERNという研究所では陽子を光速の99.99999%以上

まで加速できる）まで加速します。昨年度のノ ベル物理学賞受賞

者の「南部小林益！II」先生達の理論研究を証明したのも加速器実

験によるのです。最近では加速器は素粒子研究だけでなく、いろいろ

な応用分野、たとえば原子力物質・生命のような研究に用いられるよ 加速器駆動来臨界炉研究のためのFFAG陽子加速器

うになってきました。なかでも原子力分野では「加速器駆動来臨界

炉」という、安全でかつ原子炉廃棄物処理の可能性をもっ将来型原

子炉に期待がもたれています。このための基礎研究として「固定磁

場強集束（FFAG）型陽子加速器」の開発研究が私たちの研究室にお

いて行われています。今年の3月には隣績の臨界集合体（KUCA）と

結合して、世界初の加速器駆動未臨界炉の実験研究を開始しまし t 

た。また、物質生命分野において必要とされる強力芯中性子源の開

発では、「イオン化冷却法Jという新しい原理を用いた中性子源
「FFAG-E円ITJの研究が行われておりますし、将来の超高エネルギ イオン化冷却法を用いた

強力中性子源『FFAGERIT」
一加速器であるミユーオン加速器の研究も進めています。また、国 FFAG加速器制御室とイノベーションラポ風景

原押における惜のふる問予測する ｜ 
研究炉安全管理工学分野・中島健教授

原子炉の中ではウラン等の核燃料が中性子を

服収して核分裂反応を起こし、エネルギーと（中

性子を含む）放射線を放出し、さらに放出された

中性子が別のウラン（核燃料）を核分裂させると

いった反応が連鎖的に起とっています。とのよう

な原子炉の設計を行うには、原子炉内における中

性子のふるまい（発生や販収等の反応の様子）を予測する必要があ

り、これを核設計といいます。核設計では、中性子の核反応データ

（核データ）とそのデータを用いて各種の反応を計算するプログラム

を使います。現在の核設計手法でも現行の原子炉の設計は可能で

すが、原子力エネルギは地球温暖化対策の切り札として、多くの需

要が見込まれており、より安全で経済性の高い原子炉が求められて

います。このためには、核設計手法の精度向上が不可欠であり、当研

究室では、この核設計手法、特に核データの精度向上に関する研究

を行っています。

核データの精度向上のためには、核データそのものを高精度で測

定することが最も有効な手段です。当研究室では電子線型加速器を

使って、種々の核データの測定を行っています。この測定では、測定

対象とする核物質の高純度な試料が必要ですが、そのような試料が

入手できない場合も多いため、試料中の不純物の影響を取り除くた

めの研究を行っており、高純度試料ではなくても、精度の良いデータ

を得ることを目指しています。また、核設計手法を用いて、原子炉で

測定された実験デタに対する解析を行い、同手法の精度検証をと

おして精度向上を図る研究も行っています。このためには、精度の良

い実験データ（ベンチマークデータという）を取得するととが必要と

なりますが、最近は、新しい原子炉実験を行うことが難しい状況とな

っています。とのため、とれから低濃縮ウラン燃料を用いて運転再開

を予定している研究炉

KURの実験データは、

非常に貴重なデータと

いえます。これまでに

KU R低濃縮炉心の運

転特性等の予備解析を

行ってきており、運転再

開時には精度の高いべ

、山

一

炉

一

の
一

ロH

一

H
U

一

νA

一

炉

一

子

一

原

一

周

一

曹山

一ー

研

「

取

検
を

の
タ

法

弘

一
手
で

『
デ
計
定

づ

設

予

一
合次－つ

マ
j
行

チ

し

を

ン

得

証

3 

亘

川
刷
附
川
川
一曲

玉

川
川削
m川
川

一

r
L

，aEE
－－J
M
M唱
E
E
E
B
aa
s
－

一

，，

T

’BB‘
．
掴
凋
r
E
E
EE
E
E
－

－

－
d

M
川
出制
川川
山川

高

一同

γ川
州

側

酬

川

一
一

亙

出

制

川
山

一A

E

H
M耐
W
H
H

一

週

I
I
l
la

－－

『

l
l
i

－－A
引
E
El

－
e

一

仙
川
山
川
町

川

一
泊

－z－EEE
・41iM
”r・EEEEEEE
－－－目目且・

一

し
州
側
州
い
」
。

削

曲

目

制

冊

中
後
手
契
前期緬噂
傍・・

《
CV

低濃縮ウラン炉心の予備解析
一運転による臨界性（僧倍率）の変化一



タンパク質の町ク地 ｜ 
放射線機能生化学研究分野・木野内忠稼講師

江戸を舞台にした時代劇でよく見る一場面。長

屋の片隅で、浪人が傘張りの内職をしています。

このころ、傘は比較的高価だったこともあります

が、江戸時代が高度に発展したりサイクル社会で

あったことを示す一場面でもあります。

実は、とのリサイクル社会を徹底的に具現化し

たのが、私たち生物なのです。基本単位である細胞ひとつを取り上

げてみても、そとには、「品質管理H修復」、「分解」に特化した専門
業者（主として酵素）が存在しており、生命活動に必須の部材である

脂質、糖質、タンパク質を分子レベルでリサイクルしています。

近年、タンパク質のリサイクル機構の破綻が、さまざまな病気の原

因であるととが分かつてきました。「修復」でき芯いほど大き芯ダメー

ジを受けたタンパク質は、再利用不可として「分解」されます。ところ

が、放射線や加齢による酸化ストレスの蓄積が、リサイクル機構の許

容を上回ってしまうと、異常なタンパク質が体内で無秩序に凝集し、

人体に対して有害に作用することがあります。それがアルツ八イマー

病でありブリオン病（狂牛病）なのです（図）。

私の研究の端緒は、アルツハイマー病の原因タンパク質のなかに

D型のアスパラギン酸が見つかったととでした。ζのタンパク質は、

アミノ酸数40個程度からなる小さなタンパク質ですが、酸化ストレ

スにさらされると、その芯かのわすか一個のアスパラギン酸が本来

のL型から光学異性体であるD型に変化し、異常凝集することが示唆

されたのです。上述のように、「生物＝リサイクル社会」を確信してい

た私は、D型のアスパラギン酸を含むタンパク質だけを認識して分

解する酵素が存在し、その異常蓄積を食い止めているのでは芯い

か、と考えました。探索の結果、発見することができたのが、Dアスパ

ラギン酸エンドペブチダゼ（DAE円です。興味深いととに、DAEP

はホ乳類で見つけることはできますが、線虫や酵母、細菌といった世

代交代の早い生物では見つけるととができません。とのととは、ヒ卜

のように活動的で寿命の長い生物にとって、多様に発達したυザイク
ル機構を獲得するととが、その進化と生命活動に欠かせ芯い条件で

あったことを示しています。

現在、藤井紀子教授の指導の下、放射線や酸化ストレスに対応し

たDAEPの複雑な生理機能について研究を行っています。
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京都大学原子炉実験

所では、桜の時期にあわ

せて平成21年4月4日

（土）に恒例の一般公開を

実施しました。あいにく午

後から雨模様に芯りまし

たが地元熊取町を中心に

約400名の参加があり

ました。

ビデオを使った当実験

所の研究紹介とかんさい

アトムサイエンス倶楽部との共催による科学実験・工作コーナーで

の科学体験や当実験所員による原子炉施設の見学会を行いました。

科学実験。工作体験コナでは、お砿じみの「霧箱や簡易分光器の

工作Jを通じて放射線を実際に目で見たり放射線を実際に測定する
コーナー、液体窒素でタンポポやゴム風船を浸して取り出し握って

ー197℃の世界を体験できる実験コーナーには、多くの方が参加し、

サイエンスの世界を垣間見ることができました。

また、施設見学コーナーでは例年と趣を変えてご自由に見学場所

を選んで頂けるアラカルト方式とし、当実験所員の案内で研究用原

子炉、廃棄物処理棟及び今年始めてのFFAG加速器などの見学を行

いました。

今後ともこのような機会を通じて、地域住民の方をはじめ多くの

方々に原子力とそれを支える基礎的な科学への理解の場を提供し

て、当実験所における研究活動について理解が得られる様に努力い

たします。

4 



ンブリングして測定を行っただけでは検出された人工放射性核種が

事故芯どによるものであるかどうかの判断をするのは難しいので、緊

急時における特産食品に対する放射能汚染の評価をきちんとできる

' ように泉州地区で収穫された色々な特産食品（大根、フキ、椎茸、えぴ

じゃと等）に対して、人工放射性核種が通常ではどのくらい含まれて

いるのかを調査しました。また、緊急時に対応するための処理方法に

ついても調査を行いました。

プライベートも充実されているようですね。趣味l孟鮒音ということで
すが、霞近どち51こ行かれましたかっ

去年の秋にフランスへ行き、モン・サンミツシヱルやベルサイユ富

京都大学原子炉実験・所緩術随員 殿、ルーブル博物館を見学してきました。今年の年明けにはドイツへ

麓原康子さんに聞く 行き、ドイツで子供を出産した高校時代の友人に会ったり、ノイシユパ

ンシユタイン城などに行きました。ドイツは個人旅行だったので八ブ

との度、技術職員の藤原慶子さんが日本保健物理学会第43固研 二ングもありましたが、友人と旅の計画をしたのはとても楽しかった
究発表会優秀ポスター賞を受賞されました。また、安全管理業務を です。（いつもこんなに頻繁に

行う傍ら、学会発表を行い受賞されたととが評価され所長表彰も併 行ってる分けではありません

せて受けられました。藤原さんにはASK創刊号（2006年）Iこもご登 よ（笑））

場いただきましたが、今回は受賞について語っていただきました。

この度l孟保健物理学会での優秀ポスター貨と所長表彰のW受賞、お
めでとうございます。

ありがとうございます。最近、表彰される機会なんて無かったので

少々恥ずかしい気持ちもありますがとても嬉しいです。皆さんのご支

援やと協力のおかげでこのような素敵な賞を頂くこと力tできました。
優秀ポスター貨のタイトルと発衰の内容をわかりやすく教えてください。

タイトルは「泉州地区における特産食昂の放射能バックグラウンド

調査」です。

自然の環境下で栽培された様々芯農産物の放射能測定を行うと、

K40のような天然放射性核種だけでなく、大気圏内核実験に起因

するCs-137のような人工放射性核種が検出される場合が多くあり

ます。このような人工放射性核種を含む農産物の場合、緊急時にサ

京都大学大学院工学研究科・工学研究科原子被工学専攻

核システム工学講座｛森研究室）

Thomas Planche君｛博士後期限程3年）Iζ聞く

はじめに、日本語があまり上手じゃありませんから、簡単な言葉だけ

で書かなければなりません。ごめんなさい。

原子炉実験所での学生生活はいかがですか。

原子炉実験所での生活はおもしろいです。親切な人が多いです。

たとえば毎週仕事のあとで、三倉さんに日本語を教えてもらいます。

森研究室には仕事がたくさん

I Al‘｜ 
I ~.曾川

あります。でも雰囲気がいい

です。みんな英語ができるか

ら、みん芯とよく話せます。毎

日簡単じゃないけど、本当の

いい経験です。

。。。。。。。
炉事I~

京都大学大学院工学研究科・
工苧研究科原子績工芋専取
綾システム工学a塵（設研究室｝
Thomas Planche君
クルノーブル大学（フランス）出身の25歳」
2口口7年10月より轟研究室所属。

s 

前固と登場いただいた

ASK創刊号のインタビューで

は、「いろいろ芯分野に挑戦し

て仕事の帽を広げていきた

しリとおっしゃっていました。そ

の結果が受賞につ芯がります

ますご活躍の醸原さんです。

。。。。。。。
京都大学原子炉実蛾所・按衛髄員
腹原慶子（,l，じわ51オいこ）古ん
19XX年生まれ
兵庫県加西市出身
大阪府立大学工学部応用化学科卒聾

研究テーマについてわかりやすく教えてください。

わたしたちはFFAG加速器について研究しています。日本語では

説明でき芯いから、とれだけ英語で書いてもいいですか。

Pa巾clesaccele「白tors自reused to白cceleratevery small 

pi巴C巴Sof円1atter.

call巴d巴l巴mentaryp自社1cles.to very high spe巴d

Fixed Field Alter円ating Gradient synchrot「口n(FFAG) is 

a particular typ巴 ofparticle accel日rator.inwhich the 

guide field is st白tic白ndprovides strong focusing. 

（森教授訳わたしたちはFFAG加速器について研究しています。粒

子加速器は陽子は電子のような素粒子をとても大きな速度に加速

するためのものです。FFAG加速器（固定磁場強集束シンクロトロ

ン）は、粒子加速器のうちの一方式ですが、そこでのビームを導く磁

場は、静磁場でかつ強い集束作用をもっています。）

将来めざしているととを教えてください

卒業したら、加速器の研究をつづけたいです。日本に残りたいし、

ヨ一口ッlてへかえりたいし、ほかの園に行きたいし、まだわかりませ
ん。もしどこかでおもしろい仕事を見つけたら、そこへ行きます。グッ

トラックを祈ってください！

趣味は何ですか。

泳ぐことがすきですから、ときどきひまわりドームのブールに行きま

す。料理もすきです。料理を作るととと、熊取のレストランでおいしい

お好み焼きや、すしや、そばや、ぎょうざを食べることも大好きです。



ASK WORLDレポート

第1固
ローアミノ酸研究会
国際会議を開催して
肱射線生命科学研究部門
機能生物化学分野藤井紀子教担
第1固 lnternatio円日｜ Confe「E円ce of D-Amino Acid 

Research (IDAR）／第5回D－アミノ酸研究会学術講演会合同会議

を2009年7月1日（水）から4日（土）までの4日間、風光明娼芯兵庫

県淡路夢舞台国際会議場において開催しまじた。国生み神話による

と淡路島は伊拝諾尊（いざなぎのみこと）伊弊冊尊（いざなみのみこ

左）が天の沼矛（ぬぽこ）でドロド口した海原をかき回し、その矛先から

滴り落ちたしザくが固まってできた最初の島ーいわば日本発祥の地 ノ酸のみから成り立っており、生物の身体の中では 部の例外はあ

であるというととになっています。0・アミノ酸研究はいま、まさに混沌

とした状態から新しい学問領域として成熟してきたところであり、日

本から多くの優れた研究が発信されていますので、0・アミノ酸研究

会初の国際会議はこの「国生み神話Jにあやかり淡路島で行おうと思
い、2年前から開催に向けて準備を進めてきました。外国からの参加
者はアメリカ5人、ドイツ2人、フランス1人、イタリア3人、イスラ工ル

1人、オストラリア2人、中国4人、韓国3人、インド2人、イラン1人、

スリラン力2人、以上11ヶ国26人の参加者があり、圏内からは100

人の参加者があり、合計126人の研究者が参加しました。発表は口

演38題、ポスター38題で、いすれも内容がすばらしく、良く準備され

た講演であったため非常に活発な討論が行われました。

さて、乙とで0・アミノ酸の研究について簡単に述べたいと思いま

す。アミノ酸には左手構

造（し型）と右手構造（D-

型）があります。私たちが

人工的にアミノ酸を化学

合成すると左手構造と右

るものの基本的にはしアミノ酸しか合成されません。これは生物の

発生以前に0・アミノ酸は除去されたからで、生物が生命活動を行う

ためには右左の構造が混在しては怒らないからなのです。そういう

わけで、従来、0・アミノ酸は生命とは無関係主主ものと考えられてきま

した。しかし、近年、D－アミノ酸はヒトを含むほ乳類にいたる様々 芯生

命体に多様なかたちで存在し、老化、精神疾患の発症、内分泌制御

（ホルモン制御）等にも関係し種々 の生理的機能を担っていることが

明らかになり、にわかに脚光を浴びるように芯ったのです。

0・アミノ酸の研究は生命の誕生や生命がなぜ特定の立体構造を

もっ分子のみを選択的に利用して進化するようになったのか等の生

命の根源的な謎を明らかにする研究から、医学、薬学、タンパク質、ペ

プチドの研究、ワイン、チーズ、野菜芯どに含まれる0・アミノ酸の研

究、これらのDアミノ酸を代謝、合成する酵素の研究、Dアミノ酸を

含む新しい機能をもった分子の実用に関する研究まで多岐にわたっ

て広がっています。本国際会議ではこれら最前線の研究者を世界中

から招鳴し、4日問、同じホテルに宿泊し、親しく討議をしました。ま
た、日本文化に親しんでもらうために茶道の体験、姫路城ツアーなど

手構造が1:1の割合でで も行い、大いに楽しんでいただきました。若手研究者との交流も十分

きますが、不思議芯ζとに にできたと思います。

地球上のすべての生物の 最後に本会議に支援していただいた多くの方々に乙の場を借りて

身体は左手構造のしアミ 感謝の意を表したいとおもいます。

ASKレポート.3

救命講習会要請について
医務室・山本由倍看護師

京都大学原子炉実験所では、救命講習会を熊取消防署の協力の

下、毎年実施しており、80名近くの職員がAEDの使用を含めた救命

講習会を受講しています。震近は、AEDで救命という話題を目にす

ることも増えました。しかし、本当にAEDだけで救命できたのでしょ

うか？救命のためには早期通報、早期心肺蘇生、早期電気ショック、そ

して早期専門的治療、この連携がスムーズに行くことが大切です。

AEDの使用方法を含め、より多くの方が救命処置を行えることが、

多くの命を救う第一歩です。（写真：H21.8.7の救命講習会）

※原子炉実験所では原子炉入り口の守衛棟にAEDを設置しています。
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第8回アトムサイヱンスフェアを開催します。このフェアで
は、モノ作りを通して親しむ実験体験教室を企画しました。
実験体験サイエンス教室
開催日平成21年10月25日（目）13時から
場所京都大学原子炉実験所
詳細については実験所ホームページをと覧ください。

』 http://www.rri.kyotou.ac.jp/index/gyoji.html) 
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所熊取交流セニター（煉瓦館）「コットンホール」
時 11月21日（土）14:00～16:30
象中学生～般
容講演演題地球環境に優しい工ネJcギーを求めて
京都大学における取り組み（グ口 JCJL,COE) 
講師。中島健教授

講演演題。くまとりサイエンスパ クの実現に向けて
地域に根ざし、世界に拡がる科学の郷
講師代谷誠治教授

定員 180名（先着順）
参加費無料
申込方法：当日会場へお越しくた吉い。
問合せ先：京都大学原子炉実験所総務課総務侮TEL072-451-231 0 
詳細については実験所ホームページをと覧ください。
(http://www.rri.kyoto u.ac.jp/index/gyoji.html) 

孟」.i..,.' ヤ‘竹オマ宙空;:z::マ市己、
ー ／
京都大学原子炉実験所は、文部科学大臣により「共同利用共
同研究拠J剖として認定されました。（平成21年右月25日付け）

誠治言語尋量起場キ詞再評ー

圏直 ／~ 宜
この小冊子「アトムサイエンスくまとりVol.8」が皆様のお手元
に届くころには、そろそろ秋風が吹き始め、夏の暑さから解放され
るころではないでしょうか？その頃になると原子炉の周辺を含めそ
こかしこに紅い霊殊沙華（彼岸花）が咲いている光景を自にします。
量殊沙華の紅く見方によっては、ちょっと異様tcl:?Eびらをみると、
いつも遠い子供の頃の記憶がよみがえってきます。私が、まだ幼
稚園に通ってし，re頃、まだこの華の名前は知りません、でもあの独
特な形状で真っ赤恕華が田園の畦lζ咲いていると遠くのほうから
も目立ち、ついつい魅かれてあちらの畔こちらの畔と走り回り夢
中で華を手折り、朝早くに家を出ても幼稚園につくのはお昼頃。お
弁当だけを食べて帰ってきたことを思い出します。6年前原子炉に
赴任した頃がちょうどこの頃で、熊取駅へ向かう車窓から線路わき
に咲いている霊殊沙華を見た思い出も鮮明に蘇ってきます。この
白年の聞に、大学は独立行政法人へ、KURはウラユ燃料濃縮度変
更に伴い運転を3年間停止し、今年度から運転を再開へと環境も
大きく変化。6月l司a:全国共同利用・共同研究拠点として多くの研
究分野での先端的研究展開への寄与という重責と、益々 研究面で
の成果が期日寺される状；矧こ怠っています。（馬原保典）

L喧fよE二二」，j差1」」ιi三〈与」ー 旦

le"~ 竪！日出i ，市紅長司市t:,t:c::f~－ーーーーーーーーー

第44回学術講演会を下記の要領で開催し1たします。今回も
各研究本部ー附属施設で行われた研究のトピックス講演、プロ
ジ工ク卜研究と共同利用研究の成果発表、および定年退職記
念特別講演を仔います。

。開催日時平成21年1月2日日（木） s:oo～19:00 
29日（金） s:oo～13:00 

プログラムの都合で時間に多少の変更があるかもしれません。

＠開催場所京都大学原子炉実験所事務練会議室（口頭発表）
II II 図書棟会議室（ポスター発表）

芯お、詳しくは学術講演会の案内ページをと覧ください。

~,;,I http:/ /www.rri.kyoto u.ac.j凶 OUENind臥 htm ii 
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平成22年度共同利用研究の公募を行っております。

女共同利用研究

肯研究会（ワ クショぅブ・専門研究会）

提出締切日平成21年11月13日（金）必着

肯臨界集合体実験装置共同利用研究

提出締切日平成22年1月12日（火）

公募要項申請書は下記U円Lからダウ〉ロードしてご利用ください。

(http:/ /www「ri.kyoto-u.ac.jp/JRS/kobo/kobo.htm) 

ts.お、詳細については、共同利用揖のホームページ

(http:/ /www.rri.kyoto u.ac.jp/JRS／）をご覧ください。

．公募に関する照会先

京都大学原子炉実験所総務課共同利用掛

TEL:072-451・2312 FAX:072-451・2600

~~；・，＇~> ＇ι ！日ri.~7-... J~ - 
k今週 〆

守1－・-a：置－ 際与tp禽電車冊。
議穏ミ＝能汚

ヒガンバナ（呈珠沙華）
ふんわり沈む芝生の端に鮮やかに咲

くヒガンパア。
学名はリコリス。園芸種も多い。

～，＇・ J - l'. 

匝圏
次寄以降の配布唱E緒望される方（cl:、総務鈴
までと連絡ください。

ご意見、ご感想を33待ちしています。
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対すると意見、ご感
想をお待ちしていま官。手紙、FAX、Eメルでお寄せく
ださい。また、本誌の原稿執筆や取材芯どにご協力いた
だける方を求めています。総務燭までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所総務課総務掛
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